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論 文 内 容 の 要 旨
近年, 非ピリン, 非ステロイド系鎮痛消炎剤の開発は重要な課題となり, その研究は目ざましいものが






















1idinone(4) (IMO-2)及 び11methy1-2,3-diphenyl-imdazolidinone(4)(IMO-3)は IM0-4に比
較して極めて不安定な化合物である｡ 水溶液中で各pHにおける分解挙動を検討した結果,IM0-4と同
様に酸性領域においては何れも一次反応にしたがって分解し, 分解物質としてα一methylaminoacetanilide












































安定性を検討したところ, 血中の酵素作用やタンパク結合により, 水溶液とは異る挙動を示し, アニリン
を生成するものが多く, その分解の機構を明らかにした｡ その結果水溶液, 血中何れにおいても安定な化
合物はIM0-4であることを発見した｡
以上多数のイミダゾリジノン系化合物の安定性を検討し, 優れた製剤適性を発見する基礎的知見を得る
ことに成功した事は注目に価する｡
よって, 本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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